A simulation of two dimensional flows of a vapor due to evaporation and condensation from the condensed phase with finite thermal conductivity by Onishi, Yoshimoto & Murayama, Taichi
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である。ここで、  は時間、 A E  G A
E  Gは空間座標、 は気体の密度、 は速度ベ
クトル、 は圧力、 は温度、	 および  はそれぞ
れ単位質量当たりの内部エネルギーとエンタルピー、
  は粘性応力テンソル、は熱流束ベクトルである。
 は +	&の 
()を表わす。と #は粘性係
数および熱伝導係数で、温度  に比例する E、#は
温度  での粘性係数と熱伝導係数G。 は単位質量
当たりの気体定数、 は比熱比 Eここでは、 A HDG
で、  と はそれぞれ気体の定積比熱と定圧比熱で
ある。
初期条件は、この問題の場合
C A  E凝縮相内部の至る所でG
 A >  A   A  E気相の至る所G

E8G
となる。凝縮相界面 E  A >、     Gでの境
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れている。Jの値は、例えば  の場合J A @; E A
BH G、アルゴンの場合 J A ; E A @81G、アン
モニアの場合 J A 8 E A BH G程度である。
また、断熱平面壁上 E  A >       G
では
 A  A >
!
!
 A > E@@G
凝縮相の端点と側壁上では
C A  E  A 
      G
! C
!
 A > E A  
    > G
! C
!
 A > E A  








   を、速度のスケールとして初期状態での気
体の音速  A E G
、そして時間スケールとし





















































的には、@>    @>、










凝縮相界面 E>H    >H5  A >Gで、蒸発過
程が生じ、流れが B次元領域に広がっていく様子が見
















ないように思える。次に、 A >> >@および @>
なる断面での に対する圧力、密度および温度分布
を < 1 : 8に示す。 A >>なる断面上では、前
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